
1．はじめに

構造物の防食方法として効果的かつ経済的な面から塗料が多
く適用されている。社会資本である公共性の高い大型構造物に
適用される塗料は，環境に優しく（低VOC），高耐久性，省工
程等が求められる。
塗料の樹脂系が同じ場合，膜厚と塗膜の耐久性・防食性との
間には大きな相関関係があり，塗装鋼板が腐食環境に暴露され
るときの塗膜劣化過程は，おおよそ次のようになる。
ⅰ） 腐食性物質の塗膜への浸透～拡散と塗膜および鋼材界面
への集積

ⅱ） 浸透・拡散した腐食性物質による塗膜および鋼材界面で
の腐食反応の開始

ⅲ） 腐食生成物による塗膜の付着力低下と，これによる塗膜
ふくれ，さびの発生

塗膜寿命は腐食性物質が鋼材面に到達するまでの時間（膜厚
の二乗に比例）と腐食性物質が鋼材面に到達した後，付着破壊

が生じるまでの時間の和で説明されており，腐食性物質が鋼板
表面に到達するまでの時間をできるだけ延長し，さらに付着力
を確保するため，腐食生成物の生成を抑制することが塗膜の長
期耐久性の維持につながる1-4）。

2．腐食機構

2.1　腐食対策
先に述べたように，日本における腐食損失は年間3兆9769億
円と報告されている。各製造分野における新規設備投資および
補修費にしめる腐食対策費の割合を図-1に示す5）。新規に設備
投資する場合は，各製造分野においても腐食対策費はおおむね
10％前後であるが，補修の場合は，腐食対策費は30％まで上
昇しているため，機能を維持するうえで腐食対策がいかに重要
であるかが窺える。腐食対策費用を低減するためには適切な防
食塗膜の劣化判断が重要であり，その劣化判断が適切に行われ
ず，適切な時期に適切な腐食対策を講じない場合，莫大な補修
費用が必要となる。
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図-1　新規設備投資および補修費に占める腐食対策費の割合（％）5）
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要　　　　旨

近年，橋梁・道路・石油備蓄基地・石油掘削設備等に社会資本投入が活発である。一方で，これら設備の対策不備による腐食対策
費は年々増大している。日本における腐食損失は年間3兆9769億円と報告されている1）。そこで，本稿では，鋼材の腐食機構および防
食法の一つとして多く使われている塗料の防食機構と大型鋼構造物における塗装仕様の変遷について解説する。
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